
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
三
月
、
荻
野
吟
子
が
医
術
開
業
後
期

試
験
に
合
格
し
、
同
年
一
二
月
に
内
務
省
の
医
籍
に
登
録
さ
れ
近

代
日
本
に
お
け
る
女
医
の
第
一
号
が
誕
生
し
た
。
近
代
日
本
の
女

医
の
歴
史
が
、
こ
こ
に
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
荻
野
吟
子
に
続

い
て
翌
一
八
八
五
（
明
治
一
九
）
年
に
生
沢
ク
ノ
、
さ
ら
に
翌
年
に

は
高
橋
瑞
子
が
試
験
に
合
格
し
て
医
師
と
な
っ
た
。
彼
女
ら
が
切

り
開
い
た
道
は
、
さ
ら
に
多
く
の
女
医
志
願
者
が
踏
み
固
め
、
吉

岡
弥
生
と
い
う
傑
出
し
た
女
子
医
学
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
生
み

出
し
た
。
吉
岡
が
興
し
た
東
京
女
医
学
校
が
、
一
九
一
二
（
明
治
四

五
）
年
に
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
と
な
り
、
一
九
二
五
（
大
正
一

四
）
年
ま
で
国
内
唯
一
の
女
子
医
学
教
育
機
関
と
し
て
、
多
く
の
女

医
を
輩
出
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
の
女
医
史
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
、
著
述
が
著
さ
れ
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崎

裕
子

て
い
る
。
こ
と
に
荻
野
吟
子
、
高
橋
瑞
子
、
吉
岡
弥
生
に
つ
い
て

は
そ
の
傑
出
し
た
能
力
や
波
乱
万
丈
の
生
涯
に
つ
い
て
多
く
語
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
彼
女
ら
を
生
み
出
し
た
当
時
の
医
学
の
制
度
、

私
立
医
学
校
の
変
遷
に
つ
い
て
も
、
先
学
の
多
大
な
業
績
が
存
在

す
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
は
明
治
女
医
史
の
点
と
点
を
結

ぶ
作
業
、
す
な
わ
ち
初
期
の
著
名
な
女
医
以
外
の
、
し
か
し
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
於
い
て
医
療
活
動
に
逼
進
し
た
女
医
達
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
、
明
治
の
社
会
、
地
域
に
お
け
る
女
医
の
状
況
な
ど

を
考
え
て
み
た
い
・

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
以
降
、
明
治
末
年
ま
で
に
医
籍
登
録

さ
れ
た
女
医
の
数
は
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
年
）
に
多
川
澄
が
調
査

し
た
数
に
よ
る
と
二
三
三
名
を
数
え
る
。
こ
の
人
数
は
多
川
自
身

が
記
し
て
い
る
よ
う
に
確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
明
治
の
女

医
を
調
べ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
参
照
す
べ
き
資
料
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
資
料
に
そ
っ
て
み
て
み
る
と
、
こ
の
う
ち
出
身
校
が
わ
か
る

も
の
の
人
数
は
一
九
七
名
で
、
東
京
で
は
済
生
学
舎
が
六
七
名
、

そ
の
女
子
学
生
拒
絶
以
後
設
立
さ
れ
た
東
京
女
医
学
校
三
五
名
、

そ
し
て
済
生
学
者
廃
校
後
に
設
立
さ
れ
た
東
京
医
学
校
一
三
名
、

日
本
医
学
校
が
四
五
名
（
東
京
医
学
校
と
の
統
合
後
も
含
む
）
、
そ
の
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こ
の
よ
う
に
全
国
か
ら
東
京
あ
る
い
は
大
阪
に
医
師
を
希
望
す

る
女
子
学
生
が
集
ま
り
、
医
師
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
先
に
み

た
よ
う
に
明
治
の
女
医
の
圧
倒
的
多
数
が
済
生
学
舎
出
身
者
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
彼
女
ら
は
後
に
東
京
女
医
学
校
、
女
子
医
專
出

身
者
が
行
っ
た
よ
う
な
同
窓
会
を
主
体
と
し
た
活
動
は
行
わ
ず
、

明
治
末
年
に
す
ら
「
女
医
不
要
論
」
が
唱
え
ら
れ
る
中
で
、
ほ
と

ん
ど
が
個
々
独
立
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

他
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
大
阪
で
は
大
阪
慈
恵
医
院
医
学
校
が
一

四
名
、
関
西
医
学
院
が
一
二
名
で
あ
る
。
ま
た
外
国
の
女
医
学
校

卒
業
生
が
八
名
存
在
す
る
。

ま
た
こ
の
調
査
に
は
、
本
籍
地
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
本
籍
地
の
分
か
る
も
の
は
一
九
八
名
で
、
ほ
ぼ
全
国
か
ら
女

医
が
生
ま
れ
て
い
る
。
最
も
多
い
の
が
東
京
府
の
一
一
名
、
以
下

静
岡
県
一
○
名
、
愛
知
県
九
名
、
岡
山
県
八
名
、
岐
阜
県
七
名
と

な
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
完
全
な
調
査
で
は
な
く
、
ま
た
本
籍
地

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
女
医
輩
出
の
直
接
的
な
関
係
を
求
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
当
時
の
新
聞
の
流
布
あ
る
い
は
女
権
運
動
と

の
関
わ
り
な
ど
も
考
慮
す
る
と
、
あ
る
程
度
の
地
域
的
特
徴
も
考

え
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

た
一
九
○
二
（
明
治
三
五
）
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
女
医
会
も
本
格

的
な
活
動
を
行
う
の
は
東
京
女
医
学
校
が
専
門
学
校
と
し
て
認
可

さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
、
多
川
澄
の
調
査
を
も
と
に
、

明
治
の
女
医
史
研
究
の
も
っ
と
も
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
女
医

個
人
の
活
動
と
女
医
と
な
っ
た
背
景
な
ど
を
で
き
る
限
り
調
査
し

て
報
告
し
た
い
。
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